
 福岡県県土整備部建設コンサルタント業務等に係る低入札防止対策試行要領 

 

１ 趣旨 

この要領は、県土整備部発注の建設コンサルタント業務、測量業務、地質

調査業務、補償関係コンサルタント業務（以下「建設コンサルタント業務等」

という。）に係る低入札防止対策の試行に関して、必要な事項を定める。 

 

２ 対象業務等 

本要領は、予定価格が２５０万円を超える建設コンサルタント業務等のう

ち、契約金額が一定の額（予定価格の７５％～８０％で設定、以下「低入札

防止対策基準価格」という。）を下回った業務を対象とする。 

 

３ 対策の内容 

（１）第三者による成果品の照査 

ア 受注者の当該業務への照査に加え、それと同様の内容の第三者による照

査（以下「第三者照査」という。）及び打合せへの立ち合いを受注者の負担

により実施する。なお、照査を実施する第三者（以下「第三者照査者」と

いう。）については、以下の要件を満たす者で発注者が認めた者とする。 

 (ァ)「福岡県競争入札参加資格者名簿」に登載されている者で、その業務内容

が契約対象業種の内容に相応していること。 

 (ィ)福岡県から、現に「福岡県建設工事に係る建設業者の指名停止等措置要

綱」（以下「指名停止等措置要綱」という。）に基づく指名停止措置を受

けていないこと。 

  (ゥ)受注者と第三者照査者との間に次に掲げる関係がないこと。 

   ① 親会社と子会社の関係 

   ② 親会社を同じくする子会社同士の関係 

   ③ 一方の会社の役員が他方の会社の役員を兼ねている 

   ④ 一方の会社の役員が他方の会社の管財人を現に兼ねている 

     ⑤ その他県が上記に準じると認めるもの 

(ェ)契約対象業務と同種の業務を、福岡県から受注し、完了した実績がある

こと。（入札年度から起算して５年度以内） 

(ォ)当該受注者を福岡県県土整備部発注の他業務における第三者照査者にし

ていないこと。（開札日から起算して過去１年以内） 

(ヵ)次の条件を満たす技術者を配置できること。 

① 第三者照査者が配置する技術者（以下「第三者技術者」という。）は、

受注者の照査技術者と同等以上の能力を有する者 

② 国（独立行政法人等を含む）、福岡県（特別法人等を含む）、福岡

市（同左）又は北九州市（同左）から受注し、完了した県内の同種

業務において管理技術者又は照査技術者として従事した経験を有す

る者（入札年度から起算して１０年度以内） 



③ 開札日以前に第三者照査者と３ヶ月以上の直接的かつ恒常的な雇用

関係にある者 

④ 契約日から検査合格までの間、福岡県県土整備部発注の他業務にお

ける第三者技術者と兼務をしていない者 

イ 受注者は、第三者照査に関する申出書等（ 様式３－１、３－２及び３－

３ ）を、契約締結の翌日から起算して１５日以内に業務計画書とともに発

注者に提出すること。 

ウ 受注者は、自社及び第三者照査に関する事項を定めた照査計画を発注者

と協議し、業務計画書に記載すること。 

エ 照査技術者及び第三者技術者は、業務完了に伴って、照査結果を照査報

告書とし、それぞれ管理技術者に提出すること。 

オ 受注者は業務が完了したときは、業務報告書とともに、上記の照査報告

書を含む成果品を提出し、検査を受けること。 

  なお、検査時には、照査技術者及び第三者技術者も立ち会うこと。 

（２）打合せの充実 

     受注者の管理技術者、照査技術者及び第三者技術者は、業務実施上必要

となる全ての打合せに立ち会い、照査内容（改善点等）とその対応（方針

等）について各技術者が発注者側の調査職員に説明することとし、受注者

は責任を持って打合せの立ち合いに向けた第三者技術者との連絡調整を行

うこと。 

      なお、業務実施上必要となる打合せとは、積算で計上（変更増を含む）

している「打合せ（初回）、中間、納品」をいう。 

 

４ 入札に参加しようとする者への周知 

本試行の対象となる建設コンサルタント業務等の特記仕様書には、次の事

項を記載し、入札に参加しようとする者に周知を図る。 

（１）低入札防止対策の対象となる業務委託であること 

（２）低入札防止対策基準価格を下回って落札した者との契約には、上記の低

入札防止対策が求められること 

（３）低入札防止対策では、別途定めがない場合でも照査を実施する業務とし、

受注者は照査技術者を定めなければならないこと 

また、その照査技術者は、管理技術者と同等以上の能力を有する者でなけ

ればならないこと 

 

５ 受注者の責務等 

（１）受注者は契約締結時に、確約書(様式１)及び理由書(様式２)を提出する

こと。 

（２）受注者が契約締結後に、低入札防止対策を履行しない場合、及び受注者

が提出した「第三者照査に関する申出書」等提出書類の記載が虚偽である

ことが明らかとなった場合は、契約を解除したうえで、「指名停止等措置要



綱」により指名停止措置等必要な措置を講ずることがある。 

 

６ 第三者照査者の責務等 

第三者技術者の照査業務が粗雑であると認められる場合は、第三者照査者

に対し指名停止等必要な措置を講ずることがある。 

  

７ 第三者照査者の公表 

  様式３－３を閲覧に供するとともに、福岡県のホームページに掲載するこ

とにより行う。 

 

附 則 

この要領は、平成２５年４月１日以降に指名通知を行う業務委託から適用す

る。 

 

附 則 

この要領は、平成２９年４月１日以降に指名通知を行う業務委託から適用す

る。 

 

附 則 

この要領は、令和３年１月１日以降に指名通知を行う業務委託から適用する。 

 

附 則 

この要領は、令和６年４月１日以降に指名通知を行う業務委託から適用する。 

 



様式１ 

 

確 約 書 
  年  月  日 

 
 
（発 注 者） 様 
 

住    所 
商号又は名称 
代表者氏名            

 
 
１ 「第三者照査」を実施する者の選定について 

○○○○委託業務については、指定された期日までに「第三者照査」の実施

に適切な者を選定し、その旨を申し出ることを確約します。 
 当社（私）が、この申し出を行わなかった場合又は「第三者照査」の実施に

適切な者を選定しなかった場合は、指名停止、契約解除その他不利益な措置を

受けても異存はありません。 
 
２ 「第三者照査」の実施について 
  ○○○○委託業務について契約を締結し、当該契約が効力を生じたときは、

次の事項を遵守することを確約します。 
（１）第三者による成果品の照査 
   成果品について適切な品質を確保することに万全を期し、福岡県から求

められた説明資料の作成及び提出並びにその内容の説明について、誠実に

応じることとします。 
また、特記仕様書に記載しているとおり、当社（私）の負担において、

自社による照査と同様に、第三者による照査を受けた報告書（第三者技術

者の押印のあるもの）を添えて、福岡県に説明し、了解を得ます。 
（２）打合せの充実 

業務実施上必要となる全ての打合せに管理技術者及び照査技術者が立ち

合うとともに、当社（私）の負担において第三者技術者を立ち会わせ、各技

術者は照査内容とその対応について説明します。 
（３）上記の事項を遵守しなかった場合は、指名停止、契約解除その他不利益

となる措置を受けても異存はありません。 
 



様式２ 

理 由 書 
 
商号又は名称 

代表者氏名               

 

 

当該価格により入札した理由 
 

（注）入札価格に関する内訳表及び各単価表を添付すること。 

   なお、内訳表は本県の仕様書を使用し、単価表については任意様式とする。  

   

起 工 番 号  

業 務 委 託 名   

入札価格（税抜）  



様式３－１ 
 

第 三 者 照 査 に 関 す る 申 出 書 
 

  年  月  日 
 
（発 注 者） 様 
 

住    所 
商号又は名称 
代表者氏名              

 
  年  月  日に落札決定のあった○○○○委託について、第三者照査を下記

の者が実施することを申し出ます。 
記 

第三者照査者 

① 商号又は名称及び

所在地 

商号又は名称                       

業者コード                        

所  在  地                       

② 福岡県建設工事競

争入札参加資格者名

簿の登載状況等 

ア 資格者名簿の登載      有・無 

イ 業務内容                     

ウ 指名停止の有無       有・無 

③ 受注者との関係 ア 親会社と子会社の関係               有・無 

イ 親会社を同じくする子会社同士の関係        有・無 

ウ 一方の会社の役員が他方の会社の役員を兼ねている  有・無 

エ 一方の会社の役員が他方の会社の管財人を現に兼ねている 

                           有・無 

④ 過去の同種業務の

受注及び履行の実績 

（過去５年度以内の業

務に限る） 

ア 委託業務名                      

イ 履行期間    年 月 日～  年 月 日      

ウ 発注者名                       

エ ウの連絡先 TEL 等                  

オ TECRIS 登録番号                   

※TECRIS の写しを添付すること 

⑤ 受注者と第三者照

査者の照査関係 

（過去 1 年間） 

（本県他部、国、他の地

方公共団体における

関係は含まない） 

 
ア 受注者に第三者照査者として照査させた      有・無 
 

 



様式３－２　第三者技術者確認書

起工番号： 業務委託名：

会社名

ふりがな

氏　　名

生年月日 年 月 日

技術士 技術士

（部門：　　　　　　　 分野：　　　　　　　　） （部門：　　　　　　　 分野：　　　　　　　　）

・登録番号　 ： ・登録番号　 ：

・登録年月日： ・登録年月日：

RCCM RCCM

（部門：　　　　　　　 分野：　　　　　　　　） （部門：　　　　　　　 分野：　　　　　　　　）

・登録番号　 ： ・登録番号　 ：

・登録年月日： ・登録年月日：

その他 その他

（名称：　　　　　　　 　　　　　） （名称：　　　　　　　 　　　　　）

・登録番号　 ： ・登録番号　 ：

・取得年月日： ・取得年月日：

ア 委託業務名

イ 履行期間

ウ 発注者名

エ ウの連絡先

オ TECRIS

雇用期間

※TECRISの写しを添付すること

注：国（独立行政法人等を含む）、福岡県（特別法人等を含む）、
福岡市（同左）又は北九州市（同左）から受注し、完了した県内の
同種業務において管理技術者又は照査技術者として従事した
経験（入札年度から起算して１０年度以内）

　  しない（検査合格まで）ことを確認しました

採用日　　　年　　月　　日（雇用年月：　　年　 　ヶ月）

※第三者照査を行う技術者（第三者技術者）は、受注者の照査技術者と同等以上の能力を有する者とする。　　

注：県土整備部発注他業務の第三者技術者との兼務を認めない（契約日～検査合格）

TEL等：

登録番号：

　　　年　　　　　　月　　　　　　日

受注者の配置する照査技術者第三者技術者

※資格証の写しを添付すること

取得資格

※資格証の写しを添付すること

兼務禁止

□ 受注者として本人が兼務していないこと、また今後も

業務経歴

注：入札日以前に３ヶ月以上の直接的かつ恒常的な雇用関係にある者

※保険証の写しを添付すること

　　　年　　月　　日　～　　　　年　　月　　日



様式３－３ 

 
第 三 者 照 査 に 関 す る 申 出 書（公表用） 

 
  年  月  日 

 
（発 注 者） 様 

 
住    所 

商号又は名称 

代表者氏名              

 
  年  月  日に落札決定のあった○○○○委託について、第三者照査を下記

の者が実施することを申し出ます。 

記 

第三者照査者 

① 商号又は名称及び

所在地 

商号又は名称                       

業者コード                        

所  在  地                       

② 福岡県建設工事競

争入札参加資格者名

簿の登載状況等 

ア 資格者名簿の登載      有・無 

イ 業務内容                     

ウ 指名停止の有無       有・無 

③ 受注者との関係 ア 親会社と子会社の関係               有・無 

イ 親会社を同じくする子会社同士の関係        有・無 

ウ 一方の会社の役員が他方の会社の役員を兼ねている  有・無 

エ 一方の会社の役員が他方の会社の管財人を現に兼ねている 

                           有・無 

④ 過去の同種業務の

受注及び履行の実績 

（過去５年度以内の業

務に限る） 

ア 委託業務名                      

イ 履行期間    年 月 日～  年 月 日      

ウ 発注者名                       

エ ウの連絡先 TEL 等                  

オ TECRIS 登録番号                   

⑤ 受注者と第三者照

査者の照査関係 

（過去 1 年間） 

（本県他部、国、他の地

方公共団体における

関係は含まない） 

 
ア 受注者に第三者照査者として照査させた      有・無 

 

 


